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４
月
25
日
、
鹿
屋
市
役
所
で
大

隅
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
関
す

る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
夜
間
救

急
医
療
の
利
用
者
の
激
増
に
伴

い
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
夜
間

救
急
当
番
医
師
の
負
担
の
増
大
等

に
よ
り
、
夜
間
・
休
日
救
急
医
療

体
制
が
存
続
の
危
機
に
あ
る
た

め
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
、
早
急

に
解
決
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
大
隅
半
島

4
市
5
町
の
首
長
・
議
長
、
各
地

区
の
医
師
会
、
鹿
屋
医
療
セ
ン

タ
ー
、
鹿
屋
保
健
所
、
肝
属
・
曽

於
消
防
組
合
の
関
係
者
な
ど
約
60

人
が
出
席
。
会
で
は
、
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
会
長
を
務
め
る
山
下

市
長
が
「
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
大
隅
地
域
の
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て
は
、
大
隅
地
域
全
体
の
問

題
と
し
て
、
大
隅
地
域
の
行
政
、

医
師
会
、
県
の
関
係
機
関
、
消
防

組
合
が
一
体
と
な
っ
て
、
最
善
策

を
見
い
だ
し
解
決
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

次
に
、
鹿
屋
市
医
師
会
の
池
田

会
長
と
小
濱
副
会
長
が
「
救
急
医

療
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
取
り
組

み
」
を
、
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
の

中
尾
院
長
が
「
大
隅
地
域
の
救
急

医
療
の
現
状
と
課
題
」
を
そ
れ
ぞ

れ
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
な
わ
れ
た
意
見
交
換

で
、
大
隅
地
域
の
救
急
医
療
が
危

機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
が
共
通
認

識
さ
れ
、
今
後
も
協
議
の
場
を
継

続
的
に
設
け
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

※ 

救
急
医
療
の
現
状
に
つ
い
て  

は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

に
増
え
続
け
、
全
体
で
1.8
倍
、
小

児
救
急
に
至
っ
て
は
4.5
倍
増
加
し

て
い
ま
す
。

● 

こ
の
ま
ま
で
は
救
急
医
療
体
制

は
崩
壊
し
ま
す

　

夜
間
の
救
急
医
療
の
受
診
者
の

増
加
に
伴
い
、
夜
間
救
急
当
番
医

師
の
負
担
は
増
大
し
、
翌
日
の
診

療
に
も
支
障
を
き
た
し
、
医
師
は

疲
弊
し
き
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
、
救
急
医
療
体
制
が
崩

壊
の
危
機
に
あ
り
、
ひ
い
て
は
救
急

患
者
へ
の
十
分
な
対
応
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

● 

ど
う
し
て
夜
間
の
受
診
が
増
え

て
い
る
の

増
え
て
い
る
主
な
理
由
は

・  

昼
間
は
混
ん
で
い
る
の
で
受
診

し
た
く
な
い

・
仕
事
の
都
合
で
昼
間
休
め
な
い

・ 

重
症
か
ど
う
か
判
別
が
つ
か
な 

い

　

な
ど
『
救
急
』
の
患
者
で
は
な

い
の
に
受
診
さ
れ
る
人
が
非
常
に

増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

● 

救
急
医
療
体
制
を
守
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

　

何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
救
急
医
療
制
度

は
救
急
患
者
に
対
応
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

・
通
常
の
時
間
帯
に
受
診
す
る

・ 

救
急
に
受
診
す
る
必
要
の
な
い

症
状
な
ら
翌
日
に
受
診
す
る

な
ど
、
救
急
医
療
制
度
を
正
し
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ

の
制
度
は
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。

● 

夜
間
・
休
日
救
急
医
療
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
鹿
屋
市
医
師
会

と
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
が
始
め
た

全
国
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
制
度

で
、
時
間
外
の
急
病
の
患
者
さ
ん

の
う
ち
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
は
地

域
の
医
療
機
関
が
担
当
し
、
重
症

の
患
者
さ
ん
（
入
院
や
検
査
が
直

ち
に
必
要
な
状
態
の
人
）
は
、
鹿

屋
医
療
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

従
っ
て
、
こ
の
制
度
は
夜
間
・

休
日
の
診
療
所
で
は
な
く
『
救
急

患
者
』
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

●
夜
間
や
休
日
の
急
患
の
実
情　

　

下
の
グ
ラ
フ
で
わ
か
る
よ
う

に
、
夜
間
や
休
日
の
救
急
医
療
の

受
診
者
は
、
平
成
13
年
か
ら
徐
々
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小児救急医療では、

夜間当番医の現状

大隅地域医療・救急医療に
関する意見交換会を開催　

鹿
屋
市
の
夜
間
・
休
日
救
急
医
療
制
度
は
、
鹿
屋
市
医
師
会
と
鹿
屋
医
療
セ

ン
タ
ー
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
時
間
外
の
救
急
患
者
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
相
互
連
携
体
制
を
確
立
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
救
急
患
者
以
外
の
受
診
者
の
増
加
と
市
外
か
ら
の
受
診
者

の
増
加
に
よ
り
、
こ
の
制
度
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

ホームページのお知らせ

〜
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
よ
う
〜

夜
間
医
療
体
制
が
崩
壊
の
危
機
に

　大隅４市５町では、母子健診等
の際、生後１か月から６歳までの
お子さんを対象とした「こども救
急」という小冊子を配布する予定
です。
　この小冊子は夜間や休日などの
診察時間外に病院を受診するかど
うか、お母さんの判断の目安とな
ものです。
　また、下記のホームページアド
レスでもご覧いただけます。ぜひ、
ご活用ください。

ホームページアドレス
http://kodomo-qq.jp/

当番医受診患者数の推移

当番医小児受診患者数の推移


